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第23号　　　 平成22年３月26日

　
神
奈
川
県
立
公
文
書
館
は
古
文
書
や
歴

史
的
公
文
書
な
ど
の
紙
に
書
か
れ
た
資
料

の
ほ
か
に
、
板
に
書
か
れ
た
高
札
や
、
今

回
紹
介
す
る
「
講
中
札
（
ま
ね
き
）」
と

呼
ば
れ
る
資
料
も
所
蔵
し
て
い
ま
す
。

　
講
中
札
と
は
講
（
今
回
の
も
の
は
大
山

講
）
を
組
織
し
て
い
る
集
団
が
霊
場
地
へ

参
詣
に
赴
く
に
あ
た
っ
て
作
成
し
た
も
の

で
、
そ
の
途
中
で
宿
泊
し
た
旅
籠
屋
や
御

師
の
宿
坊
な
ど
に
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。
裏

面
に
は
参
詣
し
た
年
代
や
、
世
話
人
な
ど

の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
公
文
書
館
で
は
こ
の
よ
う
な
講
中
札
を
、

大
山
講
一
八
点
、
富
士
講
九
点
所
蔵
し
て

い
ま
す
。
ま
た
関
連
し
て
明
治
期
か
ら
大

正
期
の
「
大
山
太
々
講
月
掛
帳
」「
大
山
睦

講
月
掛
帳
」
も
所
蔵
し
て
お
り
、
大
山
参

詣
講
の
実
体
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

�

（
左
①
裏
、
右
②
裏
）

 

大
山
講
講
中
札

�

（
ま
ね
き
）

①635×190×20 ②545×180×20 ③605×160×20 ④605×180×18
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今
回
の
企
画
展
示
は
江
戸
期
に
起
こ
っ

た
、
地
震
・
洪
水
（
水
害
）・
火
事
・
噴
火 

（
宝
永
の
富
士
山
大
噴
火
）
と
い
っ
た
自

然
の
脅
威
（
自
然
災
害
、
人
災
も
含
む
）

に
遭
遇
し
た
際
の
、
幕
府
や
藩
主
と
い
っ

た
支
配
者
た
ち
の
被
災
民
に
対
す
る
政
策

や
、
被
災
し
た
人
々
の
復
興
へ
の
道
筋
を

古
文
書
か
ら
読
み
解
い
て
み
ま
し
た
。

　
第
三
章
の
火
事
に
つ
い
て
は
、
自
然
災 

害
と
い
う
よ
り
も
、人
災
の
傾
向
が
強
く
、

幕
府
や
領
主
た
ち
も
度
々
注
意
を
促
す
法

令
を
出
し
て
い
ま
す
。
上
の
写
真
は
正
徳

元
（
一
七
一
一
）
年
五
月
に
出
さ
れ
た
「
火

付
禁
止
」
の
高
札
で
す
。
こ
の
高
札
は
以

後
、
幕
末
ま
で
の
お
よ
そ
一
五
〇
年
に
わ

た
り
、
幕
府
の
基
本
的
な
法
令
と
し
て
存

続
し
て
い
き
ま
す
。

　
第
四
章
の
噴
火
は
、
江
戸
期
の
神
奈
川

県
域
の
自
然
災
害
の
な
か
で
も
最
大
級
の

も
の
で
、
復
興
に
は
長
い
年
月
を
必
要
と

し
ま
し
た
。
左
の
文
書
は
こ
の
噴
火
を
記

録
し
た
名
主
の
文
書
で
す
。

　
平
成
二
一
年
度
第
五
回
の
ミ
ニ
展
示

は
、
当
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
飯
田
家
文

書
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
展
示
の
題
名
に
あ
る
「
地
方
名
望
家
」

と
は
、
明
治
政
府
が
地
方
行
政
の
担
い
手

と
し
て
期
待
し
た
有
力
者
を
指
し
ま
す
。

彼
ら
は
江
戸
時
代
以
来
の
由
緒
、
経
済
力

を
持
ち
、
地
域
社
会
に
対
し
て
様
々
な
社

会
活
動
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　
飯
田
家
は
、
江
戸
時
代
よ
り
橘
樹
郡 

北
綱
島
村
（
現
在
の
横
浜
市
港
北
区
） 

の
名
主
を
、
明
治
か
ら
昭
和
期
に
か
け
て

村
長
、
県
会
議
員
、
衆
議
院
議
員
な
ど
の

公
職
を
つ
と
め
た
地
域
の
政
治
的
代
表
者

で
し
た
。
ま
た
、
園
芸
組
合
や
農
会
の
活

動
に
深
く
関
与
し
て
お
り
、
地
域
経
済
を

リ
ー
ド
し
た
存
在
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
飯
田
家
文
書
は
約
三
千
点
で
、
そ
の
内

容
は
行
政
機
関
の
公
職
、
地
域
の
経
済
団

体
、
文
化
活
動
に
関
わ
る
も
の
に
大
別
で

き
ま
す
。
中
で
も
今
回
は
、
こ
れ
ま
で
触

れ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
名
望
家
の
社
会
・

文
化
活
動
に
関
わ
る
史
料
を
展
示
し
ま
し

た
。

　
左
の
写
真
は
、
第
一
一
代
当
主
飯
田
快

三
が
行
っ
た
、
生
麦
事
件
に
関
わ
る
顕
彰

活
動
に
つ
い
て
記
し
た
「
幕
末
生
麦
事
変

旧
蹟
保
存
主
意
書
」
で
す
。

　
こ
の
史
料
が
作
成
さ
れ
た
背
景
に
は
、

戦
前
の
郷
土
史
ブ
ー
ム
と
、
飯
田
快
三
の

社
会
的
基
盤
で
あ
っ
た
橘
樹
郡
の
急
速
な

都
市
化
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
計
画
は
結
局

実
現
し
ま
せ
ん
が
、
地
方
名
望
家
の
社
会

活
動
と
地
域
認
識
の
一
端
を
う
か
が
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　 
地
震
・
洪
水
・
火
事
・
噴
火

　
　
　
―
人
々
は
い
か
に
し
て
災
害
か
ら
立
ち
直
っ
た
か
―

	

開
催
期
間
　
平
成
二
二
年
一
月
二
一
日
～
三
月
七
日
　

展
示
を
終
え
て

　
飯
田
家
文
書
に
み
る
地
方
名
望
家

�

開
催
期
間
　
平
成
二
二
年
一
月
九
日
～
三
月
三
日
　

高札（火付禁止）正徳元年５月

　　 富士山噴火状況記録

� （小島家文書／寄託） 　　

簿冊名：「幕末生麦事件旧蹟保存談」( 請求記号：2200710492)

ミ
ニ
展
示
を
終
え
て
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昭
和
三
〇
年
代
以
降
の
高
度
経
済
成
長

期
、
神
奈
川
県
横
浜
市
で
は
中
心
部
以
外

で
も
都
市
化
が
急
速
に
進
み
、
人
口
増
加

は
大
都
市
で
も
っ
と
も
急
激
で
し
た
。
こ

れ
は
横
浜
自
体
の
都
市
化
に
加
え
て
、
東

京
近
郊
の
横
浜
に
住
ま
い
を
も
と
め
る
人

び
と
が
増
え
た
た
め
で
す
。

　
そ
こ
で
昭
和
四
〇
年
（
一
九
六
五
）
横

浜
市
で
は
金
沢
区
沿
岸
の
海
を
埋
め
立

て
、
工
場
用
地
と
住
宅
地
を
確
保
し
よ
う

と
い
う
将
来
構
想
を
発
表
し
ま
し
た
。
工

場
用
地
に
は
西
区
高
島
町
・
桜
木
町
に

あ
っ
た
三
菱
重
工
業
横
浜
造
船
所
を
移
転

さ
せ
る
と
と
も
に
、
住
宅
地
等
に
あ
っ
た

中
小
工
場
の
移
転
先
を
用
意
す
る
と
い
う

も
の
で
し
た
。
あ
わ
せ
て
約
三
万
人
が
住

め
る
住
宅
地
や
、
公
共
施
設
な
ど
を
整
備

し
、
さ
ら
に
は
人
工
砂
浜
を
そ
な
え
た
海

の
公
園
も
つ
く
ら
れ
る
計
画
で
し
た
。

　
し
か
し
計
画
実
現
は
容
易
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
当
時
の
埋
め
立
て
予
定
地

は
自
然
の
海
岸
線
が
残
る
横
浜
市
内
最
後

の
海
で
、
漁
業
や
海
苔
（
の
り
）
の
養
殖

に
た
ず
さ
わ
る
人
び
と
の
生
業
の
場
で
あ

り
、
金
沢
八
景
や
海
水
浴
場
で
知
ら
れ
る

景
勝
地
で
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
計

画
は
漁
民
や
住
民
か
ら
強
い
反
対
を
受

け
、
開
発
か
自
然
保
護
か
で
大
き
な
問
題

と
な
っ
た
の
で
す
。

　
今
回
の
展
示
で
は
、
昭
和
四
八
年

（
一
九
七
三
）
に
横
浜
市
か
ら
神
奈
川
県

と
国
に
出
さ
れ
た
埋
め
立
て
の
認
可
申
請

に
関
す
る
資
料
や
、
県
議
会
に
出
さ
れ
た

賛
成
・
反
対
の
請
願
な
ど
か
ら
埋
め
立
て

の
着
工
に
い
た
る
背
景
を
紹
介
し
ま
し

た
。

●
行
政
刊
行
物
・
図
書
資
料

　
今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、『
高
橋
是
清

自
伝
』（
千
倉
書
房
発
行
　
左
の
写
真
）

で
す
。

　「
百
年
に
一
度
の
経
済
危
機
」
と
言
わ

れ
る
今
日
、
犬
養
内
閣
等
の
大
蔵
大
臣
と

し
て
昭
和
恐
慌
の
克
服
に
取
り
組
ん
だ
高

橋
是
清
の
経
済
政
策
は
注
目
を
浴
び
て
い

ま
す
が
、
こ
の
書
籍
は
、
高
橋
自
身
の
手

に
よ
る
自
伝
で
あ
り
、
日
記
な
ど
を
も
と

に
高
橋
が
口
述
し
た
も
の
を
、
彼
の
秘
書

官
で
あ
っ
た
上
塚
司
が
と
り
ま
と
め
た
も

の
で
す
。

　
口
述
筆
記
の
た
め
か
、
ま
る
で
高
橋
自

身
が
私
た
ち
の
そ
ば
で
生
き
生
き
と
語
っ

て
く
れ
て
い
る
よ
う
な
非
常
に
読
み
や
す

い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
書
籍
は
、
昭
和
十
一
年
に
発
行
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
描
か
れ
て
い
る
の
は
、

彼
の
生
誕
か
ら
日
露
戦
争
の
戦
費
調
達
の

た
め
の
外
債
募
集
に
成
功
し
た
時
点
ま
で

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
昭
和
十
一
年
当
時
、
高
橋
は
膨

張
す
る
戦
費
を
巡
っ
て
軍
部
と
対
立
し
て

お
り
、
こ
の
本
が
発
行
さ
れ
た
年
の
二
月

二
六
日
、青
年
将
校
達
に
暗
殺
さ
れ
ま
す
。

い
わ
ゆ
る
二
・
二
六
事
件
で
す
。

　
神
奈
川
県
立
公
文
書
館
に
は
戦
前
の
公

文
書
は
あ
ま
り
残
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん

が
、
神
奈
川
県
の
「
県
庁
各
課
文
書
」
等

で
浜
口
内
閣
、
犬
養
内
閣
等
の
当
時
の
歴

代
内
閣
の
経
済
政
策
の
方
針
や
神
奈
川
県

の
経
済
状
況
も
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
当
時
の
新
聞
等
の
閲
覧
も
で
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
来
館
下
さ
い
。

　 
開
発
と
自
然
保
護
を
め
ぐ
っ
て

	

開
催
期
間
　
平
成
二
一
年
一
一
月
八
日
～
平
成
二
二
年
一
月
六
日
　

ミ
ニ
展
示
を
終
え
て

所

蔵

資

料

紹

介

埋め立て前の富岡漁港

（横浜市金沢区）

「昭和36年度　漁港局部改良事業

関係綴」より（歴史的公文書）

高橋是清と品子夫人
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能
条
家
文
書
は
、
相
模
国
大
住
郡
下
糟 

屋
村
（
現 

伊
勢
原
市
）
の
能
条
家
に
伝
来 

し
て
い
た
資
料
群
で
、
総
点
数
は
一
三
〇

点
に
な
り
ま
す
。
昭
和
四
十
年
代
に
県
立

図
書
館
が
古
書
店
よ
り
購
入
し
、そ
の
後
、

文
化
資
料
館
、
公
文
書
館
へ
と
移
管
さ
れ

ま
し
た
。

　
能
条
家
は
、
下
糟
屋
村
の
名
主
を
務
め

る
と
と
も
に
、
下
糟
屋
村
を
知
行
し
て
い

た
旗
本 

若
林
氏
の
知
行
所
を
管
理
す
る

地
頭
所
用
役
も
務
め
て
い
ま
し
た
。
そ
の

た
め
能
条
家
文
書
は
、
名
主
関
係
、
地
頭

所
用
役
関
係
、
家
関
係
の
三
つ
に
分
類
さ

れ
ま
す
。

　
名
主
関
係
資
料
は
、
領
主
か
ら
の
命
令

書
、
年
貢
や
諸
役
に
関
す
る
文
書
、
村
の

鎮
守
で
あ
る
八
幡
宮
（
現
在
の
高
部
屋
神

社
）
の
祭
礼
に
関
す
る
文
書
な
ど
、
村
の

運
営
に
関
す
る
文
書
が
中
心
で
す
。
こ
の

他
に
は
、
名
主
と
し
て
寄
場
組
合
の
大
総

代
も
兼
務
し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
寄
場
組

合
関
係
の
文
書
、
下
糟
屋
村
が
平
塚
宿
の

助
郷
を
務
め
て
い
た
こ
と
に
よ
る
助
郷
関

係
の
文
書
も
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
地
頭
所
用
役
関
係
資
料
と
し
て
は
、
用

役
へ
の
身
分
取
立
に
よ
る
苗
字
・
帯
刀
の

許
可
状
、知
行
所
の
支
配
に
関
す
る
文
書
、

若
林
家
の
入
用
金
調
達
に
関
す
る
文
書
が

あ
り
ま
す
。

　
家
関
係
資
料
と
し
て
は
、
自
宅
へ
の
稲

荷
勧
請
の
文
書
、法
要
の
祠
堂
金
受
取
状
、

質
地
証
文
・
金
子
借
用
証
文
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
他
に
、
能
条
家
と
関
係
が

み
ら
れ
な
い
「
山
崎
万
右
衛
門
文
書
」
二

点
と
「
永
田
実
関
係
文
書
」
三
点
が
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
能
条
家
文
書

が
か
つ
て
市
場
に
流
れ
た
際
に
混
入
し
た

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

神
奈
川
県
立
公
文
書
館
だ
よ
り
（
第 

二 

三 

号
）

　
平
成
二
二
年
三
月
二
六
日
発
行

　
　
編
集
発
行
　
神
奈
川
県
立
公
文
書
館

　
　
〒
二
四
一
―
〇
八
一
五

　
　
横
浜
市
旭
区
中
尾
一
―
六
―
一

　
　
電
話
　
〇
四
五 

（
三
六
四
） 

四
四
五
六

交通の案内

電車の場合　相鉄線「二俣川駅」 （横浜駅から急行で11分） 下車／徒歩17分又は

　　　　　　相鉄バス「運転試験場循環」行きで 「運転試験場」 下車徒歩３分

車 の 場 合　「保土ヶ谷バイパス」 本村インターから６分

★
企
画
展
示

・「
感
染
症
と
の
た
た
か
い
」

　
一
〇
月
五
日
㈫
～
一
二
月
一
二
日
㈰

・「
神
奈
川
の
旗
本
知
行
地
」

　
一
月
二
六
日
㈬
～
三
月
一
三
日
㈰

★
ミ
ニ
展
示

・「
牧
野
村
佐
々
木
家
文
書
に
み
る
明
治

前
期
の
地
方
支
配
」

　
五
月
八
日
㈯
～
七
月
七
日
㈬

・「
神
奈
川
御
殿
と
神
奈
川
宿
」

　
七
月
一
〇
日
㈯
～
九
月
八
日
㈬

・「
神
奈
川
宿
本
陣
石
井
家
文
書
に
み
る

東
京
湾
漁
業
組
合
」

　
九
月
一
一
日
㈯
～
一
一
月
一
〇
日
㈬

・「
昭
和
七
年
上
海
爆
弾
事
件
の
記
録
」

　
一
一
月
一
三
日
㈯
～
一
月
一
九
日
㈬

・「「
開
国
百
年
祭
」
を
調
べ
る
に
は
」

　
一
月
二
二
日
㈯
～
三
月
三
一
日
㈭

★
常
設
展
示

　
四
月
一
六
日
㈮
～
三
月
三
一
日
㈭

・「
大
山
詣
と
石
尊
大
権
現
」

・「
飯
田
家
文
書
に
み
る
近
世
の
北
綱
島

村
」

・「
飯
田
家
文
書
に
み
る
地
方
名
望
家
」

・「
歴
史
的
公
文
書
の
保
存
」

 

講
座
の
ご
案
内 

・
古
文
書
解
読
中
級
講
座
（
定
員
一
四
〇
名
）

　
五
月
二
三
日
㈰
～
六
月
二
〇
日
㈰
の
各

日
曜
日
（
全
五
回
）

・
古
文
書
解
読
上
級
講
座
（
定
員
一
四
〇
名
）

　
一
〇
月
一
〇
日
㈰
～
一
〇
月
二
四
日
㈰

の
各
日
曜
日
（
全
三
回
）

・
古
文
書
解
読
入
門
一
日
講
座
（
定
員
五
〇
名
）

　
一
二
月
五
日
㈰
（
予
定
）

・
古
文
書
解
読
入
門
講
座
（
定
員
一
四
〇
名
）

　
二
月
六
日
㈰
～
三
月
一
三
日
㈰
の
各
日

曜
日
（
全
六
回
）

 

館
利
用
の
ご
案
内 

 

（
利
用
時
間
） 

閲
覧
室
→
午
前
九
時
～
午
後
五
時

会
議
室
→
午
前
九
時
～
午
後
九
時

 

（
利
用
方
法
） 

閲
覧
室
→
開
架
さ
れ
て
い
る
資
料
は
自
由

に
閲
覧
で
き
ま
す
。
ま
た
、
書
庫
内
の
資

料
は
受
付
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

●
古
文
書
資
料

相
模
国
大
住
郡
下
糟
屋
村

�

能
条
家
文
書

 

平
成
二
十
二
年
度
行
事
の
ご
案
内 

ID
2199420086

「〔
身
分
取
立
重
役
申
渡
〕
」

所

蔵

資

料

紹

介

 

展
示
の
ご
案
内 

★
通
常
展
示

・「
資
料
に
み
る
神
奈
川
の
歴
史
」

　
五
月
一
九
日
㈬
～
九
月
一
二
日
㈰


